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案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
　※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

岩出市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部改正について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

令和５年第２回定例会議決結果

賛否が分かれた議案等

全会一致の議案等
案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（岩出市税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市都市計画税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市介護保険条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（組織改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市一般会計補正予算第８号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算第４号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市介護保険特別会計補正予算第４号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市水道事業会計補正予算第５号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度岩出市一般会計補正予算第１号） 承認

岩出市印鑑条例の一部改正について 可決

令和５年度岩出市一般会計補正予算（第２号） 可決

令和５年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和５年度岩出市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

令和５年度岩出市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

市道路線の認定について 認定

動産の取得について 可決

岩出市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 可決
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令和5年第2回定例会（6月議会）一般質問

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

8人の議員が
市政を問う

福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員 4ページ

◎ふるさと岩出市応援寄附金について

◎ＬＥＤ化の推進について

◎上水道事故（濁り水）について

梅
うめ

田
だ

哲
てつ

也
や

　議員 5ページ

◎市役所の組織活性化と職員の人材育成について

◎市職員社会人枠採用試験について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員 6ページ

◎「住みたい街・住み続けたい街」について

◎熱中症対策の推進について

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員 7ページ

◎運転免許返納後の移動手段について

◎ごみ袋のサイズについて

◎市の美観について

玉
たま

田
だ

隆
たか

紀
のり

　議員 8ページ

◎市民総合体育館及び市立体育館の管理体制と整

備について

◎ＧＩＧＡスクール構想について

◎線状降水帯被害と対応について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員 9ページ

◎新年金制度について

◎原油価格・物価高騰対策について

◎特定小型原動機付自転車について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員 10ページ

◎警報発令時における児童生徒の安全対策について

◎不登校児童生徒への支援について

◎アピアランスケアについて

◎ごみ袋の改正について

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員 11ページ

◎自転車ヘルメット着用の努力義務化について

◎子ども１１０番パネルの取組について

◎旧泉佐野岩出線の歩道整備と根来寺大門までの

　区間の歩道整備について

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



　

ふ
る
さ
と
岩
出
市

　
　
　
　
　

応
援
寄
附
金

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応
援

し
た
い
自
治
体
に
寄
附
を
行

う
制
度
で
あ
り
、
ま
た
、
自

治
体
側
と
し
て
は
、
幅
広
く

収
入
を
確
保
で
き
、
特
産
品

を
返
礼
品
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
消
費
を
拡
大
さ

せ
、
観
光
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

質　

問

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額

と
そ
の
収
支
は
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
を

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

③
今
後
、
寄
附
額
の
獲
得
に

向
け
て
の
市
の
取
組
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

②
当
市
へ
寄
附
を
い
た
だ
い

た
過
去
の
状
況
や
、
寄
附
の

方
法
な
ど
は
、
既
に
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
事
業
者
が
返

礼
品
を
登
録
し
た
い
場
合
の

方
法
等
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
掲
載
し
、
周
知
し
て
い
る
。

答　

弁　

市
長

③
今
後
は
、
商
工
会
等
を
通

じ
て
、
熊
野
牛
や
果
物
、
梅

干
し
な
ど
の
県
内
共
通
返
礼

品
の
取
り
扱
う
市
内
事
業
者

を
募
る
。

ま
た
、
新
し
い
商
品
の
発

掘
や
、
市
内
事
業
者
に
よ
る

新
た
な
商
品
開
発
等
を
行
い

な
が
ら
、
返
礼
品
を
充
実
さ

せ
、
積
極
的
に
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

　

に
つ
い
て

質　

問

①
市
役
所
庁
舎
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
率
は
。

②
市
内
全
域
の
防
犯
灯
及
び

道
路
照
明
灯
の
全
灯
数
と
、

そ
の
う
ち
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
数
、

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

③
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け

た
取
組
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
③
庁
舎
全
体
で
は
、
照
明

器
具
の
総
数
972
基
に
対
し
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
器
具
は
459
基
で
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
は
47.2
％
。

省
電
力
化
と
電
気
代
の
節

約
の
観
点
か
ら
、
順
次
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

答　

弁　

事
業
部
長

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

③
こ
れ
ま
で
同
様
、
既
存
の

蛍
光
灯
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

故
障
等
の
際
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
へ
の
交
換
を
行
う
。

新
設
に
つ
い
て
も
、
平
成

29
年
４
月
に
防
犯
灯
設
置
要

綱
を
改
正
し
て
、
全
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
で
設
置
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
て
い
く
。

LED防犯灯

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）

②
防犯灯

全灯数 3,682基

ＬＥＤ灯数 1,699基

ＬＥＤ化率 46.1%

道路照明灯

全灯数 ５３３基

ＬＥＤ灯数 ２２８基

ＬＥＤ化率 43%

※令和5年4月1日現在

①岩出市への寄附額及び実質収支額

岩出市への寄附額 実質収支額

令和４年度 697万7,000円 △1,858万5,028円

令和３年度 1,046万1,000円 △1,145万6,636円

令和２年度 1,094万4,000円 △650万7,896円

いわで議会だより − 4 −いわで議会だより



市職員の
　社会人枠採用の実施

和
歌
山
市
で
は
、
土
木
職

等
の
専
門
職
に
お
い
て
、
職

務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
人

を
受
験
可
能
と
し
て
募
集
し

て
い
る
。

③
募
集
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
は
、
本
年
37
歳
ま
で
の
人

で
、
職
務
経
験
が
５
年
以
上

あ
る
人
と
し
て
い
る
が
、
応

募
状
況
も
鑑
み
年
齢
の
上
限

の
引
上
げ
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　

市
職
員
社
会
人
枠

　

採
用
試
験
に
つ
い
て

質　

問

①
令
和
５
年
９
月
１
日
、
一

般
事
務
職
採
用
で
初
め
て
社

会
人
枠
が
導
入
さ
れ
た
が
、

そ
の
経
緯
と
応
募
状
況
は
。

②
和
歌
山
県
の
他
市
及
び
県

の
募
集
状
況
は
。

③
今
回
の
募
集
は
、
昭
和
61

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
職
務
経
験
が
通
算

５
年
以
上
あ
る
人
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
条
件
緩
和
の
方

向
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
毎
年
採
用
計
画
に
基
づ
き

採
用
を
行
っ
て
い
る
中
、
民

間
企
業
や
他
の
自
治
体
で
の

経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た

人
材
を
採
用
し
、
組
織
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

導
入
し
た
。

６
月
14
日
現
在
、
23
人
の

応
募
と
な
っ
て
い
る
。

②
和
歌
山
県
で
は
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
型
と
し
て
、
県
外
の
民

間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
が

５
年
以
上
あ
る
人
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。

市
役
所
の
組
織
活
性
化
と
職

員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

質　

問

①
岩
出
市
職
員
の
現
状
は
。

②
職
員
同
士
の
交
流
活
性
化

は
。

③
職
員
の
人
事
評
価
は
。

④
職
員
の
能
力
向
上
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
312
人
。
年

代
別
で
は
、
20
代
47
人
、
30

代
86
人
、
40
代
79
人
、
50
代

81
人
、
60
代
19
人
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
他
会
計
年
度
任
用
職

員
239
人
、
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

定
年
退
職
者
、
出
向
者
以

外
の
普
通
退
職
者
は
、
令
和

４
年
度
14
人
。
内
20
代
３
人
、

30
代
４
人
、
40
代
１
人
、
50

代
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

②
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
活
動
の
中
止
や
自
粛

と
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
５
月
８
日
以
降
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
間
の
交
流
を
行
い
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

③
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上

半
期
、
10
月
か
ら
３
月
ま
で

の
下
半
期
の
２
回
、
職
員
の

業
績
評
価
、
能
力
評
価
を
行

っ
て
お
り
、
本
人
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
業
務
の
見
直
し
と
人
材

育
成
に
繋
げ
て
い
る
。

④
市
役
所
内
で
の
職
員
研
修

に
加
え
、
階
層
別
研
修
、
専

門
研
修
へ
参
加
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
職
務
に
関
連
し
た

資
格
を
取
得
す
る
職
員
に
資

格
取
得
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。

梅
うめ

田
だ

　哲
てつ

也
や

 議員
（創生岩出）

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



ド
リ
ン
ク
も
可
と
し
て
い
る
。

再　

質　

問

外
出
時
の
暑
さ
や
日
差
し

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整

備
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

気
候
変
動
適
応
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
指
定
暑
熱
避

難
施
設
｟
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
｠
が
規
定
さ
れ
、
令

和
６
年
度
春
に
施
行
予
定
で

あ
る
た
め
、
今
後
、
情
報
収

集
し
研
究
し
て
い
く
。

　

熱
中
症
対
策
の
推
進
を

質　

問

①
熱
中
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
暑
さ
指
数
の
認
知

度
向
上
、
行
動
変
容
に
よ
る

情
報
発
信
等
の
考
え
は
。

②
高
齢
者
へ
の
効
果
的
な
熱

中
症
予
防
を
進
め
る
取
組
は
。

③
子
ど
も
の
通
学
時
の
熱
中

症
対
策
へ
の
取
組
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、

暑
さ
指
数
や
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
熱
中
症
予

防
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
し
て
は
、

環
境
省
の
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
熱

中
症
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

②
高
齢
者
を
支
援
す
る
関
係

者
と
連
携
し
、
生
活
状
態
に

応
じ
て
声
掛
け
を
行
い
、
引

き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

答　

弁　

教
育
部
長

③
児
童
生
徒
に
、
帽
子
の
着

用
や
適
切
な
水
分
補
給
を
指

導
。
お
茶
以
外
に
ス
ポ
ー
ツ

質　

問

①
県
内
の
各
自
治
体
に
よ
っ

て
、
内
容
が
様
々
な
の
は
。

②
い
つ
か
ら
の
事
業
で
、
本

市
の
実
績
は
。

③
家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
の

補
助
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る

に
当
た
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
、

地
域
の
特
性
、
財
政
的
な
事

情
、
政
策
の
優
先
順
位
等
を

考
慮
し
、
施
策
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
内
容
が
様
々
と

な
っ
て
い
る
。

②
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
。

２
年
間
で
５
世
帯
の
実
績
。

③
事
業
実
績
や
、
事
業
効
果

を
見
極
め
、
他
市
町
村
の
事

業
実
績
等
も
参
考
に
し
、
今

後
、
研
究
し
て
い
く
。

再　

質　

問

①
こ
の
制
度
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
、
住
宅
会
社
等
へ
も

告
知
し
て
い
る
の
か
。

②
婚
姻
か
ら
住
宅
購
入
ま
で

の
期
間
が
短
す
ぎ
る
。

国
や
県
に
対
し
、
期
間
延

長
の
要
望
を
出
す
考
え
は
。

③
定
住
の
条
件
を
設
定
し
、

賃
貸
費
用
等
の
補
助
も
出
す

べ
き
か
と
思
う
が
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
住
宅
販
売
会

社
を
通
じ
て
の
周
知
に
加
え
、

転
入
・
婚
姻
届
出
時
に
も
案

内
。
引
き
続
き
さ
ら
な
る
周

知
啓
発
に
努
め
る
。

②
期
間
が
制
度
の
課
題
と
判

断
し
た
場
合
、
要
望
を
検
討
。

③
本
事
業
に
対
す
る
国
庫
補

助
率
を
２
分
の
１
か
ら
３
分

の
２
に
引
き
上
げ
る
た
め
の

事
業
も
始
め
、
市
の
財
政
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
実
績
や
効
果
を
見

極
め
、
研
究
し
て
い
く
。

結婚新生活支援事業
の拡充を

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）
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一
人
暮
ら
し
の
方
か
ら
、

市
指
定
の
ご
み
袋
の
小
を
利

用
し
て
い
る
が
、
３
日
や
４

日
で
は
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
ず
、

一
週
間
分
ま
と
め
て
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

夏
場
は
虫
や
臭
い
が
気
に
な

る
の
で
、
週
に
２
回
出
し
た

い
。
今
の
小
よ
り
も
小
さ
い

サ
イ
ズ
の
指
定
ご
み
袋
を
作

っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
の
声

が
聞
か
れ
る
。

質　

問

①
市
民
一
人
一
日
当
た
り
の

可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
。

尼
崎
市
、
奈
良
県
生
駒
市
な

ど
が
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

動
き
は
、
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。

本
市
で
も
こ
の
取
組
を
調

査
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

②
現
在
の
小
（
20
リ
ッ
ト
ル
）

よ
り
小
さ
い
極
小
の
可
燃
ご

み
袋
を
市
指
定
に
加
え
る
考

え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
令
和
５
年
３
月
末
現
在
で
、

家
庭
系
可
燃
ご
み
４
６
２
．

８
５
グ
ラ
ム
、
事
業
系
可
燃

ご
み
１
６
７
．
６
９
グ
ラ
ム
。

②
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん

で
い
る
方
々
や
、
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
等
に
配
慮
す
る
た

め
、
環
境
を
ま
も
る
審
議
会

な
ど
の
意
見
を
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。

再　

質　

問

自
治
体
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
を
目
的
と
し
て
、

マ
イ
バ
ッ
ク
を
忘
れ
た
時
に
、

市
指
定
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
の

代
わ
り
に
販
売
す
る
と
い
う

取
組
が
あ
る
。

兵
庫
県
淡
路
市
、
西
宮
市
、

　

岩
出
市
の
美
観

市
民
の
方
か
ら
、
「
花
の

ま
ち
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
」
が
な
く

な
る
ら
し
い
、
残
念
と
の
声

を
聞
く
。
「
は
た
ち
の
つ
ど

い
」
の
花
の
パ
ネ
ル
は
二
十

歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎

え
る
方
々
を
市
を
挙
げ
て
、

喜
び
祝
っ
て
い
る
と
感
じ
る

オ
ブ
ジ
ェ
で
あ
り
、
多
く
の

方
が
記
念
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

質　

問

①
市
の
把
握
は
ど
う
か
。

②
今
後
、
は
た
ち
の
つ
ど
い

や
文
化
祭
の
花
の
パ
ネ
ル
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
プ
ラ
ン
タ

ー
設
置
な
ど
は
ど
う
な
る
の

か
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
花
の
ま
ち
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
は

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
内

の
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
コ

ロ
ナ
禍
や
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
、
令
和
５
年
度
を
も
っ

て
解
散
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

大
変
残
念
。
今
後
は
花
の
ま

ち
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ
の
皆
さ
ん
が

取
り
組
ま
れ
て
き
た
事
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
団
体
の
育
成
や
事
業
の
助

成
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

答　

弁　

教
育
長

①
②
花
の
ま
ち
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ｅ

の
皆
様
に
は
、
市
や
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
大
い
に
貢
献
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ

け
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
お
り
、
市
民
の
皆
様
の
協

力
が
不
可
欠
。
近
年
、
ど
の

団
体
も
高
齢
化
に
よ
り
後
継

者
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
の
イ
ベ
ン
ト

は
今
ま
で
ど
お
り
協
力
い
た

だ
け
る
と
聞
い
て
い
る
。

極
小
の
市
指
定

　
　

   

可
燃
ご
み
袋
を

はたちのつどいの花のパネル

市の可燃ごみ袋（小）

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

極 小
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体
育
館
設
備
と

　
　

 

線
状
降
水
帯
被
害

質　

問
体
育
館
の
管
理
と
整
備
に

つ
い
て
。

①
管
理
体
制
と
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
。

②
利
用
者
か
ら
の
要
望
件
数

と
内
容
は
。

③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置

の
考
え
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
・
特
定
建
築
物
定
期
調
査

・
特
定
建
築
設
備
検
査

・
防
火
設
備
検
査

・
昇
降
機
等
検
査

・
消
防
用
設
備
点
検

・
防
火
対
象
物
点
検

・
地
下
タ
ン
ク
漏
洩
検
査

・
自
家
用
電
気
工
作
物
の

保
安
管
理

・
貯
水
槽
の
清
掃
や
水
質

検
査

な
ど
法
令
に
基
づ
く
点
検

を
専
門
業
者
に
委
託
。

②
市
政
懇
談
会
で
は
、
市
民

プ
ー
ル
に
温
水
プ
ー
ル
と
お

風
呂
の
設
置
や
室
内
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
設
置
の
２
件
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
意
見
箱
で

は
、
電
球
が
切
れ
て
い
て
競

技
に
支
障
が
で
て
い
る
こ
と

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置
の
ご
意

見
を
２
件
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
多
額
の
費

用
が
必
要
。
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　

構
想
に
つ
い
て

質　

問

①
現
状
と
課
題
。

②
岩
出
市
の
活
用
状
況
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
令
和
４
年
度
の
状
況
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
始
業
式
や

終
業
式
、
運
動
会
な
ど
の
行

事
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た

り
、
課
題
の
提
出
や
調
べ
学

習
、
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
の

活
用
、
体
育
の
マ
ッ
ト
運
動

な
ど
で
は
動
画
撮
影
を
し
練

習
、
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
を
活
用
。

課
題
は
、
機
器
ト
ラ
ブ
ル

の
対
処
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
や
中
学
校
の
生
徒
の
活
用

は
小
学
校
と
比
較
し
て
少
な

い
。

　

線
状
降
水
帯
被
害
と

　

対
応

質　

問

①
本
市
の
水
害
対
策
の
内
容
。

②
線
状
降
水
帯
に
よ
る
対
応
。

③
今
後
の
対
策
と
登
下
校
の

対
応
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
大
町
排
水
路
新
設
、
藤
崎

井
山
田
川
及
び
六
箇
井
鴨
沼

川
放
流
ゲ
ー
ト
増
設
、
岡
田

上
野
分
水
ゲ
ー
ト
設
置
、
藤

崎
井
水
路
は
岡
田
・
山
田
排

水
路
、
六
箇
井
水
路
は
波
分

山
崎
・
根
来
排
水
路
が
整
備
。

河
道
断
面
積
を
住
吉
川
で
は

約
４
倍
、
根
来
川
は
約
２
倍

に
拡
げ
る
改
修
を
進
め
る
。

②
大
雨
で
、
市
域
に
降
っ
た

内
水
が
紀
の
川
等
に
放
流
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
ポ
ン

プ
車
で
排
水
作
業
を
実
施
。

土
の
う
や
止
水
板
の
設
置
。

道
路
の
冠
水
が
あ
り
、
通
行

止
め
を
行
っ
た
。

答　

弁　

教
育
部
長

③
集
団
下
校
の
際
、
帰
宅
す

る
の
か
学
校
待
機
す
る
の
か

等
の
希
望
調
査
を
実
施
済
。

よ
り
安
全
か
つ
確
実
な
下

校
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

玉
たま

田
だ

　隆
たか

紀
のり

 議員
（公明党議員団）

②授業での１人１台端末活用割合
（令和４年４月調査）

小学６年生 和歌山県 岩出市

ほぼ毎日活用 39.0% 66.7%

週３回以上活用 29.1% 33.3%

中学３年生 和歌山県 岩出市

ほぼ毎日活用 48.7% 0%

週３回以上活用 24.8% 50%

※令和５年５月は、中学校もほぼ毎日活用
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情報共有は
　 市民のために必要

入
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

取
得
義
務
な
ど
が
あ
る
。

問
題
点
と
し
て
、
迷
惑
運

転
に
よ
り
他
の
交
通
主
体
を

危
険
に
巻
き
込
む
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

②
街
頭
啓
発
な
ど
を
通
じ
て

周
知
を
図
る
。
小
中
学
生
へ

の
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
等
、
関

係
機
関
と
協
力
し
、
広
報
活

動
を
推
進
し
て
い
く
。

再　

質　

問

交
通
事
故
等
、
若
年
層
が

多
い
中
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
周
知
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

市
広
報
、
HP
で
周
知
啓
発
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

一
覧
表
は
情
報
量
が
膨
大

と
な
り
、
逆
に
分
か
り
づ
ら

い
状
況
も
懸
念
さ
れ
る
。
各

課
の
窓
口
で
丁
寧
に
対
応
。

繰
下
げ
み
な
し
増
額
制
度

は
、
HP
に
掲
載
。

　

今
後
、
山
積
す
る
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
る
問
題

質　

問
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
に
つ
い
て

①
法
律
改
正
の
内
容
と
問
題

点
は
。

②
今
後
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
原
動
機
付
自
転
車

と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
た
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ト
等
が
新
設

さ
れ
た
「
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
」
と
い
う
区
分
に

分
類
。
特
徴
は
、
免
許
証
が

不
要
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

は
努
力
義
務
、
走
行
場
所
は

車
道
・
自
転
車
レ
ー
ン
・
歩

道
｟
条
件
付
き
で
、
車
体
に

規
定
あ
り
｠
、
速
度
制
限
は
、

時
速
20
キ
ロ
｟
歩
道
は
時
速

６
キ
ロ
｠
、
年
齢
制
限
は
16

歳
以
上
、
自
賠
責
保
険
の
加

私
の
一
般
質
問
は
、
市
民

の
声
で
あ
り
、
市
長
、
行
政

に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
施
策
、
対
策

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
発
展
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
訴
え
で
あ
る
。

　

難
し
い
制
度
・
改
正
は

　

市
民
を
不
安
に
さ
せ
る

質　

問

①
新
年
金
制
度
、
繰
下
げ
み

な
し
増
額
制
度
と
は
。

②
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
昨
年
４
月
か
ら
老
齢
年
金

の
繰
下
げ
受
給
上
限
年
齢
が

70
歳
か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
70
歳

以
降
も
安
心
し
て
繰
下
げ
待

機
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
令

和
５
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た

制
度
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、

70
歳
到
達
後
に
年
金
を
請
求

し
、
本
来
受
給
を
選
択
し
た

場
合
、
５
年
を
超
え
る
期
間

分
の
年
金
は
時
効
に
よ
り
消

滅
し
、
増
額
の
な
い
年
金
を

５
年
間
遡
っ
て
受
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
繰
下

げ
み
な
し
増
額
制
度
で
は
、

５
年
前
に
繰
下
げ
受
給
の
申

出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、

繰
下
げ
増
額
さ
れ
た
年
金
が

支
給
さ
れ
る
。

②
従
来
よ
り
増
額
し
た
年
金

を
受
け
取
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
が
、
遡
及
し
た
各
年
の

所
得
が
増
額
し
、
過
去
に
遡

っ
て
税
金
や
保
険
料
等
が
増

額
す
る
場
合
が
あ
る
。

再　

質　

問

助
成
制
度
や
控
除
の
一
覧

表
の
作
成
は
。
ま
た
、
１
か

所
の
窓
口
対
応
を
。

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



アピアランスケア
　　　　  について

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、

有
料
指
定
可
燃
ご
み
袋
の
製

造
原
価
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
て
い
る
た
め
。

②
い
ろ
い
ろ
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

再　

質　

問

燃
料
費
が
下
が
っ
た
場
合

は
、
価
格
を
引
き
下
げ
る
の

か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

現
時
点
で
の
議
論
は
考
え

て
い
な
い
。

　

ご
み
袋
の
改
正
に
つ
い
て

今
回
の
改
正
は
、
令
和
５

年
８
月
か
ら
価
格
の
引
上
げ

を
す
る
が
、
特
例
で
、
令
和

５
年
、
６
年
度
は
引
下
げ
、

７
年
度
は
現
行
に
戻
し
、
令

和
８
年
度
で
引
き
上
げ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

社
会
情
勢
や
燃
料
費
等
の

増
減
状
況
な
ど
見
極
め
な
が

ら
、
同
時
に
、
ご
み
の
分
別

の
徹
底
と
減
量
化
に
向
け
た

議
論
を
進
め
、
令
和
７
年
度

中
に
令
和
８
年
度
に
向
け
た

議
論
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く

方
法
が
取
れ
る
と
考
え
る
。

令
和
５
年
か
ら
の
改
正
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

質　

問

①
な
ぜ
今
改
正
が
必
要
な
の

か
。

②
無
料
配
布
に
つ
い
て
、
市

民
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
も
う
少
し
丁
寧
に
住
民

に
寄
り
添
っ
た
方
法
が
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
公
民

館
で
の
引
き
換
え
は
、
周
知

が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
は
、

医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社

会
的
支
援
を
用
い
て
、
外
見

の
変
化
を
補
完
し
、
外
見
の

変
化
に
起
因
す
る
が
ん
患
者

の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア
の

こ
と
で
あ
る
。

が
ん
の
治
療
と
学
業
や
仕

事
と
の
両
立
を
可
能
と
し
、

治
療
後
も
同
様
な
生
活
を
維

持
す
る
上
で
、
治
療
に
伴
う

外
見
変
化
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

い
る
。

質　

問

①
市
の
支
援
と
相
談
窓
口
は
。

②
県
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
医

療
用
補
正
具
の
購
入
費
を
助

成
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る

「
和
歌
山
県
が
ん
患
者
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
事
業
」

を
今
年
度
か
ら
実
施
。
制
度

を
活
用
し
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
相
談
窓
口
は
、
保
険
介
護

課
健
康
推
進
係
。
支
援
事
業

は
行
っ
て
い
な
い
。

②
今
後
検
討
し
て
い
く
。

再　

質　

問

県
内
で
は
、
湯
浅
町
、
橋

本
市
、
紀
の
川
市
の
３
市
町

が
実
施
し
て
い
る
。
岩
出
市

で
実
施
し
て
も
、
県
が
お
金

を
負
担
。
実
現
可
能
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。
積
極
的
に
実

施
す
る
、
こ
の
姿
勢
を
岩
出

市
に
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

弁　

副
市
長

が
ん
対
策
の
基
本
は
、
国

レ
ベ
ル
で
の
公
平
性
の
あ
る

助
成
制
度
と
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

全
国
知
事
会
や
全
国
市
長

会
等
か
ら
国
に
要
望
し
て
い

る
。
今
後
、
検
討
す
べ
き
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）
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２
０
２
３
年
４
月
よ
り
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
が
努
力
義
務
と
な
る
。

質　

問

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
制

度
の
実
施
を
。

②
岩
出
駅
・
船
戸
駅
に
、
盗

難
防
止
対
策
も
兼
ね
た
通
勤

・
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
置
き

場
設
置
の
考
え
は
。

③
中
学
生
の
着
用
率
向
上
、

卒
業
以
降
に
対
す
る
教
育
委

員
会
の
見
解
は
。

の
で
設
置
の
考
え
は
な
い
。

答　

弁　

教
育
部
長

③
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
品
の
安

全
保
証
期
限
は
３
年
間
で
あ

り
、
過
ぎ
て
使
用
し
た
場
合
、

被
害
者
救
済
制
度
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
。

　

子
ど
も
110
番

　

取
組
の
促
進
は

質　

問

①
見
守
り
活
動
で
、
「
子
ど

も
110
番
」
パ
ネ
ル
が
あ
る
が
、

車
に
貼
れ
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

パ
ネ
ル
に
改
良
し
て
協
力
者

を
増
や
し
て
は
。

②
小
型
乗
用
車
に
も
付
け
ら

れ
る
新
し
い
マ
グ
ネ
ッ
ト
式

パ
ネ
ル
の
考
案
は
。

③
公
用
車
へ
の
取
り
付
け
で

積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
中
学
生
に
対
し
て
は
、
半

額
負
担
支
給
を
行
っ
て
い
る

が
、
購
入
に
関
し
て
は
、
個

人
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

②
盗
難
防
止
対
策
と
併
せ
て
、

使
用
者
の
方
で
管
理
し
て
い

た
だ
く
の
が
妥
当
と
考
え
る

答　

弁　

教
育
部
長

①
和
歌
山
県
警
察
本
部
で
、

子
ど
も
110
番
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
お
ら
ず
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
タ
イ
プ
を
作
成
す
る
予
定

は
な
い
。

②
Ａ
５
程
度
の
大
き
さ
で
、

軽
自
動
車
で
も
貼
れ
る
ス
テ

ッ
カ
ー
が
あ
り
、
横
長
の
も

の
を
作
成
す
る
予
定
は
な
い
。

③
教
育
部
の
公
用
車
を
中
心

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い

る
。

再　

質　

問

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
劣
化
し

て
も
剥
が
せ
な
い
。
改
善
が

必
要
と
考
え
る
。

答　

弁　

教
育
長

シ
ー
ル
の
在
庫
が
あ
る
の

で
、
今
あ
る
も
の
を
活
用
し

て
い
く
。

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
作

成
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

岩
出
図
書
館
南
側
の

　

交
差
点
周
辺
整
備
を

質　

問

①
旧
県
道
泉
佐
野
岩
出
線
の

根
来
小
学
校
東
側
、
か
ら
す

橋
～
岩
出
図
書
館
南
側
交
差

点
区
間
は
、
歩
道
の
な
い
場

所
も
あ
り
歩
道
の
整
備
を
。

②
図
書
館
南
側
交
差
点
～
根

来
寺
大
門
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
も
歩
道
の
陥
没
や
損
傷

が
見
ら
れ
る
。
歩
道
の
改
修

対
応
を
求
め
る
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
か
ら
す
橋
か
ら
北
向
き
の

東
側
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
等
を
検
討

し
て
い
る
。
こ
の
場
所
以
外

は
、
用
地
取
得
が
困
難
箇
所

で
あ
り
、
整
備
す
る
考
え
は

な
い
。

②
指
摘
箇
所
は
、
簡
易
舗
装

材
に
よ
る
修
繕
を
行
っ
て
い

る
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に

　
　
　
　
　
　
　

  

補
助
を

市役所前の都市宣言表示板

こども110番パネル

増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



委員会提出議案

岩出市議会議員の請負の状況の公表に
関する条例の制定　　　　　　全会一致

趣 旨 主な内容
地方自治法の改正により、政令で定める一定金額（300万

円）までは、議員個人による市との請負が規制の対象から除

かれることとなったため、市議会議員の市に対する請負の状

況を公表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、

議会運営の公正及び事務執行の適正を図るものです。

条例の目的や議員の報告

事項及び提出された報告書

の保存、閲覧などの内容を

定めています。

詳しくはこちら

議
会
広
報
常
任
委
員
会　

報
告

 

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

 

受
講

８
月
３
日
（
木
）
議
会
委
員
会
室
に
て
、

議
会
広
報
常
任
委
員
全
員
が
「
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
議
会
の
広
聴
広
報
の
在
り
方
と

デ
ザ
イ
ン
思
考
（
講
師　

佐
久
間
智
之

氏
）
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
役
割
や
デ
ザ
イ
ン
レ
イ

ア
ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
、
講

師
か
ら
現
在
の
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
様

々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
・
提
案
　

・
一
般
質
問
の
項
目
が
分
か
り
や
す
い

・
住
民
参
加
の
ペ
ー
ジ
が
良
い

・
表
紙
写
真
に
撮
影
日
を
入
れ
て
は

・
一
般
質
問
の
質
問
の
み
太
字
に

・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
位
置
を
合
わ
せ
る

・
見
開
き
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
は

・
写
真
の
補
足
説
明
は
左
寄
せ
に

・
文
字
の
強
調

　
身
近
な
議
会
に
　

い
わ
で
議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回

（
３
・
６
・
９
・
12
月
）
発
行
し
て
い
ま

す
。
今
回
受
講
し
た
内
容
を
取
り
入
れ
、

「
手
に
取
っ
て
読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ

り
」
を
目
標
に
、
委
員
一
同
、
信
頼
で
き

る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

いわで議会だより − 12 −いわで議会だより



1. 受付期日

随時受付します。なお、各号ごとの締め切りは、次の期日までに

応募のあった作品とします。

　　3月号　 12月20日　　6月号　　3月20日

　　9月号　　6月20日　 12月号　　9月20日

※最新号に起用されるとは限りませんので、ご了承ください。

2. 募集内容

岩出市内の「四季の風景」「催し物・イベント」「街並み」等岩出市の魅力をアピールできるよう

な写真、イラスト等の作品

3. 応募条件

①岩出市内で応募者自身が撮影または描いた未発表のオリジナル作品です。

②作品は、カラー（Ａ４縦）とします。データ可。

③人物が特定できる場合は、ご本人の了承を得てください。

④提出された作品の著作権は、岩出市に帰属されるものとします。

（著作権法第27条及び第28条の権利を含む。）

⑤提出された作品は、返還いたしません。

⑥応募者は、市内在住者又は市内に勤務・通学されている方に限ります。

⑦採用された方には、掲載が決定後、連絡を行います。(採用者以外には連絡しませんのでご了承

ください。)

4. 選　　考

岩出市議会広報常任委員会が選考します。

5. 紙面への掲載

①紙面へは、カラーで、氏名、学校名及び撮影場所等を掲載します。

②岩出市議会広報常任委員会で作品のトリミング等を行う場合がありますので、ご了承願います。

6. 応募方法

撮影者、製作者の住所・氏名・電話番号・作品名・撮影場所・撮影時期、作品タイトルをご記入の

上、次の宛先までご応募ください。

なお、応募に係る費用は、応募者の負担でお願いします。

7. 応 募 先

・〒649-6292　岩出市西野209番地

　岩出市議会広報常任委員会　宛

・Ｅmail : gikai@city.iwade.lg.jp 

8. その他

採用された方には、粗品を進呈します。

いわで議会だより
表 紙 募 集 ！！

「手に取って読みたくなる議会だより」に向け、親しまれ

る紙面となるよう表紙写真（イラスト）を募集しています。

問い合わせ先　岩出市議会事務局　電話 : 0736-61-6947（直通） FAX : 0736-61-6946

募　　集　　要　　領

手 に 取 っ て 読 み た く な る 議 会 だ よ り

No.

● 第０回定例会議決結果 …………………２
● 一般質問項目 ……………………………３
● 委員会提出議案　 ………………………10
● 連載：キラリ Voice ……………………12
　 ０月議会の開催予定日

いわで
議会だより

和歌山県 岩出市議会
編集／議会広報常任委員会
岩出市議会ホームページ https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

くわしくはこちら↓

目次　ＣＯＮＴＥＮＴＳ

掲載は
この部分です

表紙写真、イラストの募集と併せ、市内の地域活動、イベント、

スポーツ活動の取材先を募集しています。

岩出市のおすすめの景色や
頑張っている団体の

活動風景等を写真に撮って
みんなに紹介してね

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −



山
崎
北
小
学
校　

６
年　

村む
ら

田た　

楓
か
え
で 

さ
ん

ぼ
く
は
、
岩
出
市
に
住
ん
で
い
て
、
よ
く
考

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
人
は
協
力

し
て
い
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
う
思
っ
た
の
は
ぼ
く
が
小
さ
い
頃
か
ら
岩

出
市
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
小
さ
い
頃
、
さ
ぎ
の
せ
公
園
や
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

遊
ん
だ
り
、
緑
花
セ
ン
タ
ー
で
夏
休
み
の
木
工
作
品
づ
く
り
を
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
岩
出
市
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ま
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
人
び
と
の
様
々
な
「
協

力
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
も
毎
日
の

登
下
校
の
見
回
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
ぼ
く
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
心
優
し
い
人
た
ち
が
い
る
岩
出
市
で
す
。

そ
ん
な
岩
出
市
が
ぼ
く
は
大
好
き
で
す
。

根
来
小
学
校　

６
年　

荒あ
ら

木き　

巴は

那な 

さ
ん

岩
出
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。

山
は
も
ち
ろ
ん
有
名
な
紀
の
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
緑
花
セ
ン
タ
ー
と
い
う
施
設
も
あ
り
ま
す
。

山
で
は
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
が
楽
し
め
、
季

節
に
よ
っ
て
違
う
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
春
に
桜
の

花
が
山
か
ら
ち
ょ
こ
っ
と
見
え
て
い
る
の
が
好
き
で
、
桜
が
さ
い
た

ら
い
つ
も
友
達
と
「
山
が
笑
っ
て
い
る
ね
」
と
話
し
ま
す
。
緑
花
セ

ン
タ
ー
で
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
お
花
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

私
は
こ
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
然
豊
か
で
美

し
い
「
岩
出
市
」
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●第３回定例会（９月議会）日程
午前9時30分から

 9月14日（木） 行政報告･議案説明

21日（木） 質疑・委員会付託

29日（金） 討論・採決

10月 3日（火） 一般質問

4日（水） 一般質問

★ 令和５年第３回定例会（９月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

岩出市議会広報常任委員会

「手に取って 読みたくなる 議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長 玉田隆紀　 副委員長  市來利恵　 委員  福山晴美　奥田富代子　尾和正之　𠮷本勧曜

岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなど

のバーコードリーダーで読み取

ると、議会ウェブサイトにアク

セスできます。 QRコード

岩出市議会

いわで議会だより − 14 −


